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ノンフィクション作家・田中伸尚氏を知ったのは、箕面忠魂碑違憲訴訟を一人で闘った

人物を描いた『反忠 神坂哲の 72 万字』を読んだ時であった。以来、権力に抗う人たちの

反骨を貫いた生涯を著わした彼の著作、雑誌の寄稿などを読み、「日本人も気骨がある」と

感銘を受けてきた。原告として関わった「バンザイ訴訟」の公判には、田中氏は必ず傍聴

にきていた。彼は、天皇制、憲法に深い関心を寄せるジャーナリストである。今年の 3 月

に『なでし子を夜半の嵐にた折られて 「甘粕事件」の記憶の再生』を上梓している。「甘

粕事件」とは、甘粕正彦憲兵大尉らが、国家に反逆する社会主義者として大杉栄、伊藤野

枝夫妻を殺害した事件である。二人を殺害した時に、6 歳の少年であった大杉の甥・橘宗

一（むねかず）も殺害した。宗一の父・惣三郎は米国のポートランドで仕事をしており、

母・あやめは胸を患い帰国し、宗一とは離れて静岡で養生をしていた。宗一はあやめの兄・

勇に預けられていたが、たまたま、あやめのもう一人の兄・大杉栄と伊藤野枝夫妻に託し

た夜、3 人は憲兵に連行され、甘粕の手によって夫妻だけでなく、発覚を恐れたのか、6 歳

の宗一も殺害された。古井戸に投げ込まれ、衣服は焼却された。愛息（なでし子）を突然

失った父が、一人子で可愛くてたまらなかったと、胸が張り裂けんばかりの悲しみのイン

タビューが新聞報道されている。母は療養先で、息子の惨殺死を聞き、悲しみに震え、怒

りに燃え上がり「カタキ」を取ると宗一に誓ったという。一般市民を殺害したのだから、

軍法会議が当然持たれ、甘粕が懲役 10 年、他の一人が懲役 3 年、その他は無罪となった。

極めて軽い判決で、被害者家族への謝罪などは全くなかった。「甘粕事件」で大杉・伊藤殺

害は知られているが、6 歳の少年の殺害は余り知られていない。田中氏は、理不尽な「甘

粕事件」の犠牲者の少年・宗一、父・惣三郎、母・あやめの歩んだ道を追いかけている。 

あやめは、宗一が米国で生まれ、米国籍があるので、米国の力を借りて日本国を訴え、

賠償裁判でカタキを取ろうとしたが、意を果たすことができず、悲しみは倍増した。葬儀

の時、右翼が押し入り、3 人の遺骨を奪う事件が起きたが、取り戻し、静岡の墓地に埋葬

された。あやめは、夫・惣三郎のいる米国に渡る。そこで、兄・栄の同志・和田氏が甘粕

の黒幕であった福田雅太郎大将への復讐のため「空弾で狙撃」し、無期懲役刑が宣告され

る事件を知らされた。彼女は、栄の回りの人々の優しさ、彼らの主張の正当性を理解し、

宗一のカタキ討ちは、栄の同志たちと共に生きることだと思い、夫と別れ、帰国する。政

治には無関心であった彼女は社会運動へと目を開く大転換をしていく。帰国後に、宗一と

同級生だった栄の娘・真子を引き取り、育てることを志す。夫・惣三郎は帰国し、あやめ

に復縁を求めるが、拒否され、刃物であやめを刺し、自らをも傷つける刃傷事件を起こす。

惣三郎は執行猶予の判決を受け、二人は正式に離婚する。あやめはアナキストの道に進み、

そこに「オアシス」を見出していく。惣三郎は、宗一が 10 歳に当たる時、名古屋の目立た

ない所に墓碑を建てる。碑文には「宗一（八歳）ハ再渡日中東京大震災ノサイ大正十二年

（一九二三）九月十六日ノ夜 大杉栄 野枝ト共ニ犬共ニ虐殺サル」とある。碑文の「犬

共ニ虐殺サル」に甘粕の背後にいた軍部、国家の存在を見据えた怒りがある。また「那で

し子を 夜半の嵐にた折られて あやめもわか奴 毛のとなり希里」と息子への思いと、あや

めへの未練愛が詠まれている。更に「吾人は須らく愛に生くべ志 愛は神なればなり 橘宗

一」と刻まれていた。キリスト者ではないが、愛において乗り越えていくという思いでは

ないか。この墓碑が発見されたのは、建立から 45 年経った 1972 年である。以来、宗一を

記念する墓前祭が行われるようになった。田中氏は、少年を殺害した国家権力の横暴を記

憶せよと、彼らしい視点から、権力に抗った者たちの苦難を踏まえ、上梓している。 


